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2015年4月1日 

（株）日本科学技術研修所 

StatWorks/V5によるCAIDの解析事例 
※この資料は，StatWorks/V5活用ガイドブックから一部を抜き出し，編集・加工したものです．本資料の内容は予告なく変更されることがあります． 

 
ローン会社I社では，申請者の職業や勤続年数などの属性情報をもとに審査を行い，ローンの貸付が 安全か危険かを判断して

います． 

今回，調査会社D社では，I社に借り入れを申請した100名のローン審査結果をもとに，申請者の属性のうちどのような要因が

ローン審査結果に効いているのかの検討を行います． 

 
基準変数（目的変数）と，候補として挙げられた説明変数（要因）のカテゴリは以下の通りです； 

種類 変数名 カテゴリ数 カテゴリ名 

基準変数 

（目的変数） 

ローン審査 2 安全，危険 

説明変数 

（要因） 

職業 4 会社員，公務員，自営業，その他 

勤続年数 3 3年以上，1年以上，1年未満 

年収 2 400万円以上，400万円未満 

信用情報 3 優，良，可 

 

  さらに，下記のローン申請者100名のデータが得られています； 

No. 職業 勤続年数 年収 信用情報 ローン審査 

1 会社員 3年以上 400万円以上 優 安全 

2 会社員 1年未満 400万円未満 可 危険 

3 公務員 1年未満 400万円以上 優 安全 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

99 会社員 1年以上 400万円以上 優 安全 

100 公務員 3年以上 400万円以上 優 安全 

例）No.1の申請者は，「職業」が「会社員」で「勤続年数」が「3年以上」，「年収」が「400万円以上」，「信用情報」が「優」

であり，ローン審査で「安全」と判断されている．  

 

 これらのデータを使って，CAID（多肢層別分析）を行います． 
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収集したデータ（5変数100サンプル）を以下に示します．CAIDでは基準変数，説明変数共に質的変数で入力するため，量的変数

は事前に質的変数（カテゴリ）にしておきます．解析できるカテゴリは最大24となります． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このデータを使って，ローン審査の判定結果に影響する要因やカテゴリの組み合わせを探索し，評価します． 
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手順１  

メニューから［手法選択］－［多変量解析］－ 

［CAID(多肢層別分析)］を選択します． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 手順２  

 「変数指定」ダイアログが表示されます． 

 基準変数に「ローン審査」，説明変数に「職業」「勤続 

年数」「年収」「信用情報」を指定して，次へ進みます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順３  

 「カテゴリ設定」タブが表示 

されます．各カテゴリの度数を 

確認します． 

  

 

 

 

 

 

度数に極端な偏りがないかどうか（度数が極端に小さいカテゴリがないかどうかなど）を確認します．必要であれ

ば，カテゴリの統合や，度数の小さいカテゴリの削除を検討します． 
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 手順４  

 「カテゴリ集計」タブでは，各カテゴリの度数・割合を， 

円グラフで表示します． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「職業」別では，過半数が「会社員」であり，それ以外の職業はほぼ同じような割合であることが分かり

ます．「勤続年数」は過半数が「3年以上」であり，「1年未満」は少なくなっています．「年収」は「400

万円以上」と「400万円未満」は約半々です．「信用情報」は「優」「良」「可」の順に多くなっています．

また，基準変数の「ローン審査」では約7割が「安全」と判断されていますが，「危険」も3割います． 

 

 

 手順５  

「解析結果・グラフ」タブでは基準変数を基に，基準 

変数の比率の差を大きくする，即ち，基準変数を最もよく 

分ける（チュプロウの連関係数Tが最大となるような） 

説明変数で分割を行います． 

初期表示（ステップ数：1）は分割前で，基準変数の 

カテゴリの内訳の円グラフが表示されています． 

 

 

 手順６  
画面右上のステップ数の「>」ボタンを押して，自動 

分割を進めます．分割の過程や結果が多肢分割図 

（ツリー図）で可視化されます． 

有意基準（初期値：5%）で分割有無を判定し，最大10 

ステップまで分割します．ここでは4ステップまで分割が 

進みました． 
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この結果より，「ローン審査」の比率の差を最も分けるのは「勤続年数」で，「勤続年数」が「3年以上」

では 58 名中 46 名（79.3%）が「安全」で，一方，12 名（20.7%）が「危険」となりました．「勤続年数」

が「3年以上」かつ「年収」が「400万以上」の時は，「安全」の割合が35名中31名（88.6%）と，より高

くなり安全度が増します．一方，「勤続年数」が「1年未満」では，11名中6名（54.5%）が「危険」とな

り，ローン審査の危険度は高くなります． 

 

次に，「信用情報」を用いて，カテゴリ統合について検討してみます． 

 

 

 手順７  
「カテゴリ設定」画面に戻り，「信用 

情報」の「カテゴリ統合」のセルをク 

リックして，「隣接時は統合する」に設 

定します．すると隣接するカテゴリ 

（「信用情報」であれば【優と良】また 

は【良と可】）についてカイ二乗検定を 

行い，差がなければ隣接するカテゴリの 

統合を行うことができます． 

 

 手順８  
再度「解析結果・グラフ」タブに移って，分割の結 

果を確認します． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「勤続変数」が「3 年以上」であっても「年収」が「400 万円未満」の集団では，「信用情報」の「良」

と「可」のカテゴリが統合されました．その結果，該当者 23 名のうち，「信用情報」が「良または可」の

9名は「安全」と判断されたのが3名（33.3%）しかいないことが分かりました． 

 

 

 

 

 

ローン会社I社では，ローン審査において，申請者の「勤続年数」がまず分割変数となり「3年以上」で

ある場合に安全性が高いことが分かります．例えば「勤続年数」が「3年以上」の集団の中でもさらに「年

収」が「400万円以上」であれば，高い割合（約9割）でローン審査が「安全」と判定されています．また，

「400万円未満」の場合は，「信用情報」が「優」か，もしくは「良あるいは可」になっているかどうかで， 

ローン審査の判定結果が大きく変わっています． 

 

まとめ 
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